
持続可能な地域社会の創生 地域にはこんな人たちがいます

・総務省が管轄、各自治体の条例に基づき運用
・消防組織法に基づき、各市区町村に配置
・準公務員扱いのボランティア
・消火活動や行方不明者捜索など
・出初式やポンプ操法大会など
・全国約84万人の団員（山梨県の人口と同じくらい）
・人口2万人の町で300人ほど（Ｎ県Ｋ町）
・地域の安心・安全を守る存在

消防団

消火栓等消防設備の点検など

地域の消防インフラの維持管理を担う



消防団がベースとなり、
こんな活動に発展

休耕田・耕作放棄地

あぜ道・水路の整備、
新田開拓

マキワリンピック

稲の有機無農薬栽培
クサトリンピック

おいしいお米を収穫
イネカリンピック

里山の自然が戻り
ホタルが見れるようになる
ホタル祭り・ガイドツアー

米の収益で
休耕田・農具・苗を購入

参加者からの寄付

農業インフラの整備
×

地域活性化

必要なもの
①楽しい仕組み
②収益
③キーマン
→担い手は集まる



消防の場合

市区町村
消防署
消防隊員

技術指導 活動予算
活動報酬消防団

後身の育成

インフラの場合

キーマン（有力者）

市区町村

活動予算
活動報酬

市民ボランティア

地方整備局

技術指導
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